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きれいな水に住むといわれている。サンショウウオの群集落を発見！その他にも、
数多くの生き物たちが・・・



何ば、捕まえだ
や？

沼エビ捕まえ
た！



生物生息地の再生

ドイツ語で生命を表す（バイオ）場所を表
す（トポス）を組み合わせた造語

角川には１３ヶ所作成済み!





地域伝統の食の技術が
新たな産品開発へつながる



山の幸、川の幸、田畑の収穫物
を使った郷土料理などが行われ
ている。







〜角川弁で語られる地域の人々の心に残る言い伝えから学ぼう〜



↑子供たちの力作 ↑裏に書かれた文はすべて方言



 (1)戸沢村角川地区の事例から‐里の自然環境学校の設立
と活動の展開‐

・地域運営学校としての組織‐地元住民が里の先生として
取り組む‐

・地元のありのままの営みを活動プログラムとして再生

・地域環境保全や地域に寄り添った新機軸活動の導入・交
流と学習の促進

 (2)地元学は調査から実際の活動まで地域住民とヨソモ
ンが織りなしながら作り上げる

・取り組みに直接かかわる当事者が計画から実行、展開ま
で主体となるべきもの

・地域内コミュニケーションの活性化と地域の潜在能力の
発揮を促す



 (1)自律的な活動展開を目指したコミュニティビジネス
構想

・戸沢村角川地区の事例‐山村地域から森里川海連携の広
域協働活動の展開へ‐

・産品開発とツーリズムの活性化





地元もヨソモンもみんなで里の自然
や文化を伝え、暮らしを共有したい

ふるさとの原風景を元気付ける取り組みは地域も
ヨソモンも協働でかかわりうるもの。
結果として交流人口が拡大しています。

※外部参入者のことを親しみを込めてヨソモンと地元では言います。







地元学後の展開方向の事例

農山漁村の暮らしを生かし、地域ニーズに対応した

プログラムを実行

自立的な活動運営のしくみと人材育成体制の形成

地域環境の保全と伝承

地域特性を生かしたコミュニティビジネスの推進

エコツーリズム・グリーンツーリズムの展開

など



 (1)住民主体の地域計画作り
（ヨソモンの目線の違いを活用しつつ自分たちで行う地元学調査とヴィジョン作り）

 (2)日常生活に立脚したプログラムとカリキュラム作り

 (3)里の何気ないありふれた素材を力づける
（保全と伝承、再創造、再活用、そしてコミュニティビジネスへ）

 (4)人材育成（担い手育成）

そこにすんでいるおじさん、おばさん、じいちゃん、ばあちゃん

が元気に暮らすことが一番の人材育成。そこに若者は引き寄せられ
てくる（かもしれない）。

まずはよく地域を調べること、地元の方の話によく耳を傾けること。ここから始まる。

問題や課題は地域にあるが解決策も地域にある。
しかし、それよりも地域にある価値を受け継ぎ革新していくというスタンスが大切。



 (2)広域的なネットワークの構築

・活動を支える外部サポーターの充実

・連携して事業展開を図るための近隣地域集落・市町村お
よびＮＰＯ団体等との相補的な関係の構築‐継続性と有
効性を保持する規模の確保‐

 (3)ベースとなる地域づくりコンセプトの保持

・地域の若者たち（担い手）が暮らし続けていけるための
仕事を作り出そうという発想

・伝統文化を継承しつつ地域の様々な基礎力（保全・生業
・コミュニティ）を保持向上させようという基本的考え

 (4)ＮＰＯ法人里の自然文化共育研究所の設立

・広域的・普遍的な活動意義の発信とネットワーク形成‐
交流と学習の活性化‐



本当にそうなのか？

森・里・川・海の多様な各地域集落で

実験的調査―活動を実践し確かめる必要

「ＮＰＯ法人里の自然文化共育研究所」の設立

広域連携活動の展開



つまり、角川の里をモデルにしつつも、いろ
んなところで地元学を展開し、地元の方々が
勝手に育つように、お手伝いしながら、交流
と学習による、地域ごとの多様な地域づくり
活動を構想していく、というプロジェクトを
展開




